
小粥	 2008年にペット保険の営

業を開始されたばかりですが、既に

60％を超えるシェアを獲得してい

ます。

　まずは、アニコムを始められた思い

やその経緯をお話いただけますか。

小森	 前職の損害保険会社から、経

済企画庁に出向しておりました。そ

の時に、各業態にどれだけ投資する

とGDPに寄与するか、各業態が一

国のGDPに対してどれだけプラス

に寄与しているかという分析をしま

した。多くの業態は、その業態が伸び

るにつれて、その一国のGDPにプラ

スに働きます。しかし、不思議なこと

に、またすごく皮肉なことに、保険セ

クターについては、保険セクターが

伸びるとGDPに対してマイナスに

寄与している国が多いんです。

小粥	 それは興味深い結果ですね。

小森	 これは、めちゃめちゃしょん

ぼりな話ではないですか。

　もちろん、マクロの経済分析は前

提条件や分析手法によっていかよう

にも変えられるところはあります。

ただ、他の産業に比べると、プラス

寄与度が少ない、場合によってはマ

イナスに寄与しているわけです。

　爬虫類とか両生類が哺乳類に駆逐

されていったように、業態自身が役

割を終えているのではないか、と

思ったんです。

　例えば健康保険でいうと、現在の

出来高払いの制度では、過剰診療を

すればするほど結果的に、医者が裕

福になる仕組みになっています。そ

うなると、中には不要な診療を重ね

る医者も出てこないとも限りませ

ん。そういった医者が真に心配して

いるのは、患者ではなくて自分のバ

ランスシートなんです。

　もちろん、過剰診療を止めるよう

な仕組みが、最近はだいぶできまし

たので、改善は図られています。

　需要者にも問題はあります。非常

にデフォルメした例ですが、暴走族

が、暴走行為に専念するために医療

保険に入る、というのも有りなんで

す。暴走行為の途中で不運にも事故

を起こしてしまっても、医療費がま

かなわれるので安心して暴走でき

る、という理屈です。

　めちゃくちゃですよね。保険の果

たす役割というのは違うはずです。

小粥	 社長は、「保険は予防を推進す

べきもの」というお考えですよね。

小森	 保険料の算出は、病気にかか

る確率や事故を起こす確率など、そ

れぞれの確率に対して、それぞれに

要する費用を積分し、それを現在価

値に割り引いて算出されます。

　すなわちいろいろなデータを持っ

ているんです。

小粥	 保険会社はある意味、最も

ビッグデータを持っているところか

もしれませんね。

小森	 電気の流れを見ると、どれだ

け漏電しているかが分かりますし、

漏電に伴う火災事故が起きる確率も

分かります。それと同じで、カーナ

ビを利用して、個々人の活動のパ

ターンを分析し類型化することで、

リスク回避を促す保険

ペット保険に入ることで、ペットの医
療費の負担を減らすことはできるも
のの、飼い主にとって最も望ましいの
は、大事なペットが病気にならないこ
とだ。保険会社は保険料を算出するに
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るのは事実です。それを真に受けと

めて動的な保険に切り替えるべきだ

と思います。

　保険業界は歴史が長く、規模も大

きいため何か新しいことを思いつい

たとしても、構造的にチャレンジが

しにくい環境になっているのかもし

れません。

　偶然に、われわれはペット保険から

始めたため、少人数でダイナミックな

意思決定をすることができました。

小粥	 構造がそうなっているとする

と、新しい試みができるかできない

かは個々の会社次第ということで

すね。

小森	 実際にその差が明確になっ

て、保険会社もダイナミックなイノ

ベーションを起こさないと駄目だと

いうメッセージが伝わると、多分行

動できると思います。

　世の中にリスクはありますが、今

の保険会社の構造では保険会社にリ

スクはないんです。

小粥	 そういった構造に風穴を開け

ようと、新しい会社を設立し、ペット

客様の行動が変わるので、ぐるぐる

と循環します。先ほど申し上げたよ

うな自動車の事故を削減するという

ことは、保険者自身がプレーヤーに

なって確率因子を乱すことになりま

す。そのダイナミックな保険料構造

は、まだ保険業界では試したことは

ないんです。

小粥	 実走距離に連動した自動車保

険のPAYDや海外では運転特性に

連動した商品が出てきています。

NRIでも実証実験を行っています

が、こういった動きは、ある意味、

社長が実現したい方向の流れという

ことですね。

小森	 おっしゃる通りです。

　例えば、保険がなかった国に、自

動車保険が普及し始めると、自動車

事故は増えるんです。

　それと同じことが日本のゴル

ファー保険で見られました。ホールイ

ンワンの保険がでた途端に、一般ゴル

ファーの腕前が上がったわけです。

　そもそも保険は、独立したもので

はなく、何らかの作用を及ぼしてい

事故を起こす確率が見えてきます。

同じ因果関係が認められれば、早め

に伝えることで、その人のリスク回

避的な行動を促すこともできます。

　リスクに対するアドバイスそのも

のが保険証券になるべきだと思うん

です。

小粥	 加入者の幸せと保険業界の発

展が同じベクトルに向かうようにす

るという考えは素晴らしいと思いま

す。これを実現していこうというと

きに、難しさや課題はありますか。

小森	 伝統的な「保険」には全く想

定されていない概念だと思います。

小粥	「保険」としては難しいとい

うことですか。

小森	 多分、「保険」ではない別物

になると思います。

　保険というのは、事故が起こるか

どうかは所与の要件で、あとはそれ

に応じることが役割です。動的では

ないんです。

　アドバイスによって確率が変わ

り、それによって保険料が変わりま

す。保険料がメッセージとなってお

あたって膨大な情報を保有している。
それを予防に生かすべきなのではな
いか。そう考えるアニコム損害保険の
創業者である小森氏にこれからの保
険について語っていただいた。
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保険を始められました。この先、どの

ようなビジョンをお持ちですか。

小森	 保険の観点にたつと、ペット

に限らず、不確実性のあるものは基

本、全部一緒です。

　まずは、ペット保険で自分たちが

考えていることが合っているかどう

か、枠組みを検証したわけです。保

険業態として、これだけの期間で収

益を出せるようになっているという

のは、自分たちの経営戦略が一定程

度は合っていたのだと思います。

　ペット保険に関しても、まだヒン

ターランドがありますから、そこを

攻めるとともに、同じような方法

で、火災保険などについても、許さ

れる中で少しずつやっていきたいと

思っています。

小粥	 ペット保険は、その一歩にす

ぎないということですね。

小森	 株式と同じかもしれないで

す。リスクの形質は銘柄の違いです。

「ペット」は一つの銘柄。ペットも自

動車も火災も、保険の仕組みは一緒で

す。不確実なリスクを統計計算して

平準化して、保険料を算出する。ボラ

ティリティの波形は微妙に違います

が、みんな正規分布をしています。

小粥	 個々人のDNAを解析して、

な試練を、群れでカバーし合うとい

う保険の概念そのものは、どれだけ

科学が進歩しようとも変わらないと

思います。

小粥	 保険の役割がなくなるかもし

れないと心配する人がいる一方で、

社長のような信念があり、それがア

ニコムのビジネスモデルをつくりあ

げているように感じます。

小森	 職業観の違いかもしれないで

す。素晴らしい職業というのは自分

自身の職業を無価値化することだと

思っています。今まで作り上げてき

たものを無価値化し、次の価値、次

の職業をつくっていくことが、本

来、社会分業をする者の務めだと

思っています。ですから、独占的な

職業が、そこから得られるマージン

に安住しているとするならば、それ

は社会分業のルールに反していると

いうのが私の考えです。

小粥	 社会分業をなしていると思わ

れる事例はありますか？

小森	 電卓が好例だと思います。電

卓一つで何十万、何百万円もした時

代がありました。カシオ等は今、非

常に安い価格で電卓を提供してくれ

ています。電卓を安く製造する過程

で得た技術で、次の領域をつくって

いった訳です。めちゃくちゃ格好い

いです。

　 「電卓でもうける」で終わってい

たらプロではないんです。

小粥	 社会を変えていくことに貢献

していく役割が企業の在り方だとい

うことですね。

小森	 はい。それが人間の役割だと

思うんです。

小粥	 社長が考えていらっしゃるよ

うな、いろいろ分析してそれを他の

がんの可能性の確率を出せるまでに

科学が進歩する中で、保険の役割は

変わってくると思いますか。

小森	 ミクロベースでは違うかもし

れませんが、総論でいくと、多分何

も変わらないと思います。

　例えば、まだ文明が発達していな

い頃は、伝染病、感染症にかかっ

て、30歳ぐらいで死んでしまう人

が多かったわけです。その頃と比較

して、われわれはとんでもなく健康

投資しています。界面活性剤できっ

ちり手を洗って、頭を洗って、体重

を管理して、食事制限をして。

小粥	 健康でいられる可能性をコン

トロールしていますね。

小森	 しかし、病気の種類は違って

きてはいるものの、現代のわれわれ

の方が十二分に病気をしていると思

います。

小粥	 科学の発展によって、不確実

なものが減っていく、すなわち病気

がなくなるのではないか、といった

科学史観とは異なりますね。

小森	 病気への感応度が変わるだ

けだと思います。例えばシラミがわ

いていても、特に何とも思わなかっ

た時代もあったと思いますが、今は

違います。絶対に気持ちが悪いです

よね。

小粥	 嫌だと思う対象が変わるだけ

で、その嫌なものはすべて保険の対

象になる。昔は「損害」とならな

かったものも、現代では「損害」に

なるということですね。

小森	 宗教論争ではないですが、わ

れわれは神様を超えることはできな

いので、必ず人間には何かしらの乗

り越えるべき試練が残ると思ってい

ます。個々人では堪え切れないよう

価値創造が企業の
社会的使命

野村総合研究所　金融ITイノベーション研究部
©2013 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 4



商品に展開していく考え方は、ちょ

うど「ビッグデータ」という時流を

得て、発想がいくらでも広がる可能

性を秘めているように感じます。

小森	 おっしゃる通りだと思いま

す。ただ、現実にできることは物理

的には限界がありますので、それこ

そ欲をいかに律するかでしょうね。

やりたいことすべてに手を出したら

何もできませんので、自分たちの個

性に合ったところに特化していくの

がよいと思います。

小粥	 実現可能性を抜きにすると、

いろいろなところにセンサーがあり

ます。それこそ、トイレは健康のバ

ロメーターを測るセンサーになり得

ます。優先順位のつけ方が難しいぐ

らいに可能性は広がると思います。

　社長からすると、あらゆるデータ

を全部突っ込んで、相関をとりたい

のではないですか。

小森	 まずは因果関係を全部とっ

て、その後で基礎的なモデルに合う

ものを抽出するのがいいと思ってい

ます。

小粥	 会社として何か対応されてい

ることはあるんですか。例えば、大

学と共同研究などもされているんで

すか？

小森	 共同研究は積極的に取り組ん

でいます。保険会社のIRに、論文

数世界一と書けたらいいですよね。

場合によっては「この病気の発症率

を低下させた」とか「衝突事故を減

らした」ということをIRの指標に

したいですね。

　そうなれば、国富というか社会的

利益は明らかに増大します。

小粥	『どうぶつ白書』を出されて

いるのは、そういった試みの一つと

いに思っています。

小粥	 子供を育てていくという感覚

からすると、ITは、単なる業務効率

化としての存在ではなく、アニコム

の戦略を実現させるためのものとい

う位置づけになりますか。

小森	 もっと激しいかもしれない

です。法人そのものです。例え

ばLANケーブルを踏むと、「あ、

痛っ」みたいな感じを持っていると

いうことです。

小粥	 体の一部になっているという

ことですか。

小森	 法人格が代表して、お客様と

保険契約を締結し、保険金を支払っ

て商売しています。けれども、法人

活動を支えているのは、腎臓であっ

たり目であったり大脳であったりし

ます。それらを統合するのが基幹シ

ステムという中央神経系で、LAN

ケーブルはわれわれ法人の意思伝

達をしています。ですから、「あ、

痛っ」になるんです。

小粥	 会社を生命体として考えてい

るところも面白い発想です。

　小森ワールドとも言える独特の世

界に引き込まれてしまいましたが、

社会的使命と企業活動のベクトルを

一致させたいとする理念が一貫して

いることが印象に残りました。

　本日はありがとうございました。

（文中敬称略）

いうことになりますね。

　社会貢献と実際の会社の価値がこ

れだけ近いところで実現させている

経営者は珍しいと思います。

小森	 小さい頃から、「お金って何

だろう」と考えていたんです。

　お金とは恐らく、生命体の活動の

中で、分業から生まれたコミュニ

ケーションにおける「ありがとう」

を計量可算価値化したもの、具現化

したものだと思っています。交換し

合うことで、「ありがとう」の循環

の効率が高まります。それが経済活

動であるとすると、社会貢献も一緒

であると思います。

小粥	 アニコムでは、IT活用に力を

入れていると聞きます。

小森	 全社員ITマン、全社員アナリ

ストといった教育をしています。

小粥	 全社員ITマンとは、具体的に

はどのようなことをされているので

すか？

小森	 直接的には、入社すると、

自分で使うパソコンは、「これが

ハードディスクドライブだ、これが

CPUだ、メモリーだ」ということ

を学べるように、自分で組み立てる

ような研修をしています。

　また、基幹システムも社内でつくっ

ています。実際につくるのはIT部門で

すが、各人がリクエストを出せるよう

になっています。基幹システムは共通

の生命体だと思っています。われわれ

が共有で生んだものであり、自分達は

共通の親で、この子供を一緒に育てよ

うといった感覚です。有機生命体みた

企業とITは同じ生命体
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